
各町で所有する祭礼屋台等の状況調査結果一覧表 平成29年2月6日作成

※赤字はH28年度調査による

屋台種別 保存状況 制作者 屋台の特徴 屋台の有無 保存状況 保存場所 屋台の状態 補修予定 課題 自由記載

1 第一地区 茂菅
ﾓ ｽ ｹ ﾞ なし

2 第一地区 新
ｼ ﾝ

諏訪町
ｽ ﾜ ﾁ ｮ ｳ なし

3 第一地区 西長野
ﾆ ｼ ﾅ ｶ ﾞ ﾉ なし

4 第一地区 桜枝町
ｻｸﾗｴﾁｮｳ H28巡行 ○ 本屋台 解体 山崎儀作（妻科） ケヤキ造、人形は神武天皇、天井に龍の彫刻 あり 解体保存 軽微な補修が必要 なし

組み立て費用不足、曳
き手不足

少子高齢化で引き手が不足。屋台運行の経費は負担が
大きい。商店街の無い町には無理がある。

5 第一地区 狐池
ｷﾂﾈｲｹ なし

6 第一地区 花咲町
ﾊﾅｻｷﾁｮｳ なし

7 第一地区 往生
ｵｳｼﾞｮｳ

地
ｼ ﾞ なし

8 第一地区 横沢町
ﾖｺｻﾜﾁｮｳ ○ 笠鉾 あり 解体保存 横沢町公民館 重度の補修が必要

高度な技術が
必要なため、
修復が困難

曳き手不足

9 第一地区 西町上
ﾆ ｼﾏﾁ ｶ ﾐ ○ 本屋台

組立
展示

総黒漆塗り ケヤキ、ヒノキ材（市指定文化
財）

あり
長野市立博物
館にて展示中

重度の補修が必要 なし
組み立て費用不足、曳
き手不足

ながの祇園祭
屋台巡行実績

歴まち計画記載内容 平成28年度調査歴まち計
画の記載

地区名番 町名

10 第一地区 西町
ﾆｼﾏﾁ

南
ﾐﾅﾐ なし 戦前まではあったが、火災により消失

11 第一地区 上西之門町
ｶ ﾐ ﾆ ｼ ﾉ ﾓ ﾝ ﾁ ｮ ｳ なし

踊り屋台 解体 あり
解体保存（車
輪取り外し）

西之門町町蔵 状態は良い なし
組み立て費用不足、世
帯数不足（17世帯）

昭和23年に屋台を引き出したが、今後のまつりへの参
加は不可能ということを実行委員会に伝えた。

底抜け あり 〃 〃 〃 〃 〃

13 第一地区 栄町
ｻｶｴﾁｮｳ ○ 本屋台 解体

白木造（お囃子が入る部分の回りのみ金漆塗
り）

なし 平成12年頃にはあったが、今はない

14 第一地区 立町
ﾀ ﾂ ﾏﾁ なし 昭和30年代までは屋台があり、その後処分

15 第一地区 若松町
ﾜｶﾏﾂﾁｮｳ なし

16 第一地区 旭町
ｱｻﾋﾏﾁ なし

17 第一地区 長門町
ﾅｶﾞﾄﾁ ｮｳ なし

18 第二地区 上松
ｳｴﾏﾂ なし

19 第二地区 湯谷
ﾕ ﾔ なし

20 第二地区 ﾀｷ なし

12 西之門町
ﾆ ｼ ﾉﾓ ﾝ ﾁ ｮｳ第一地区 ○

20 第二地区 滝
ﾀｷ なし

21 第二地区 城山
ｼﾞｮｳﾔﾏ

団地
ﾀ ﾞ ﾝ ﾁ なし

22 第二地区 湯谷
ﾕ ﾔ

団地
ﾀ ﾞ ﾝ ﾁ なし

23 第二地区 箱清水
ﾊ ｺ ｼ ﾐ ｽ ﾞ なし

踊り屋台 解体 あり 解体保存 元善町公民館 状態は良い なし なし

底抜け 解体 あり 〃 〃 〃 〃 〃

H24・26巡行 本屋台 解体 山崎儀作（妻科）
旧伊勢町の本屋台有り、平成13年（2001）に
託されて修理。

あり 〃 〃 〃 〃 〃

25 第二地区 東之門町
ﾋｶﾞｼﾉﾓﾝﾁｮｳ ○ 二階建て 解体 三方の形、下をお囃子で全てつかえる。 なし ？年まではあったが処分

踊り屋台 なし ？年まではあったが処分

底抜け なし ？年まではあったが処分

27 第二地区 新町
ｼﾝ ﾏﾁ なし

踊り屋台 解体 解体保存 岩石町公民館 状態は良い なし 組み立て費用不足
電話聞き取り※H13の調査では「組み立て不能」「金
をかけて組み立てるほどのものではない」との回答

26 第二地区 伊勢町
ｲ ｾ ﾏ ﾁ

○24 第二地区 元善町
ﾓﾄﾖｼﾁｮｳ

ｶﾞﾝｾｷﾁｮｳ

○

どちらか一体がある
をかけて組み立てるほどのものではない」との回答

底抜け 解体 〃 〃 〃 〃 〃

29 第二地区 横町
ﾖ ｺﾏ ﾁ なし

30 第二地区 東町
ﾋｶﾞｼﾏﾁ H27置き

H28巡行
○ 本屋台 解体 山崎儀作（妻科） あり 組み立て保存 東町屋台蔵（東司） 状態は良い 未定 曳き手不足

H26巡行 踊り屋台 解体 白木造、舞踊用は高さ約４ｍ あり 解体保存
パティオ大門駐車場倉

庫
軽微な補修が必要 なし

組み立て費用不足、曳
き手不足

底抜け あり 〃 〃 〃 〃 〃

大門町南
ﾀﾞｲﾓﾝﾁｮｳﾐﾅﾐ 本屋台 解体 山崎儀作（妻科）

飾り屋台、高砂人形（２ｍ）、台車破損、一
部部品のみあり

あり 〃 〃 〃 〃 〃

32 第二地区 三輪
ﾐ ﾜ

田町
ﾀ ﾏ ﾁ なし

33 第二地区 淀
ﾖﾄﾞｶﾞ

ヶ橋
ﾊｼ なし

34 第三地区 東後町
ﾋｶﾞｼｺﾞﾁｮｳ ○ 踊り屋台 解体 なし

グランドハイツ表参道
弐番館の西側のお寺さ

んの倉庫

修復不能

35 第三地区 問御所町
ﾄ ｲ ｺ ﾞ ｼ ｮ ﾏ ﾁ H26巡行 ○ 本屋台 解体 山崎儀作（妻科） 総漆塗り、天井に金箔塗りの大鳳凰 あり 解体保存

あり

○

第二地区

31
大門町上
ﾀﾞｲﾓﾝﾁｮｳｶﾐ

28 岩石町
ｶﾞﾝｾｷﾁｮｳ

第二地区

○ どちらか一体がある



屋台種別 保存状況 制作者 屋台の特徴 屋台の有無 保存状況 保存場所 屋台の状態 補修予定 課題 自由記載
ながの祇園祭
屋台巡行実績

歴まち計画記載内容 平成28年度調査歴まち計
画の記載

地区名番 町名

36 第三地区 権堂町
ｺﾞﾝﾄﾞｳﾏﾁ H24～28巡行 ○ 二階建て 解体 和田三郎次（田町）

上段が踊り屋台、下段が囃子（はやし）方の
２層構造。舞踊の際に、上段の高さを調節で
きる「せり上げ」構造

あり 組み立て保存 権堂町屋台倉庫 軽微な補修が必要
あり（幌※注
文済み）

人手不足（若者）

37 第三地区 田町
ﾀ ﾏ ﾁ なし

38 第三地区 南千歳町
ﾐ ﾅ ﾐ ﾁ ﾄｾ ﾏ ﾁ H28巡行 ○ 本屋台 解体 白木造 あり 解体保存 南千歳町公民館倉庫 軽微な補修が必要

あり（必要の
都度）

曳き手不足

39 第三地区 上千歳町
ｶ ﾐ ﾁ ﾄ ｾ ﾏ ﾁ H25巡行 ○ 踊り屋台 解体 あり 解体保存 上千歳町公民館 軽微な補修が必要 未定 組み立て費用不足

40 第三地区 東鶴賀町
ﾋｶﾞｼﾂﾙｶﾞﾏﾁ なし

東鶴賀町は、お先乗りの休憩所としておもてなしをし
ている

41 第三地区 西鶴賀町
ﾆ ｼﾂﾙ ｶ ﾞ ﾏ ﾁ なし

42 第三地区 緑町
ﾐﾄﾞﾘﾁｮｳ H27巡行 ○ 本屋台

組立
格納

北村喜代松と一門
平成16年（2004）４月から８月修理（約510
万円）

あり 組み立て保存 緑町屋台保管倉庫 状態は良い なし 曳き手不足 車輪を補修できる業者を紹介して欲しい⇒対応済み

43 第三地区 居町
ｲ ﾏ ﾁ なし

44 第三地区 柳町
ﾔﾅｷﾞﾏﾁ なし

45 第四地区 諏訪町
ｽ ﾜ ﾁ ｮ ｳ なし

46 第四地区 西後町
ﾆｼｺﾞﾁｮｳ H25・27巡行 ○ 本屋台 解体 山崎儀作（妻科）

総ケヤキ造、制作費は215両、大正14年
あり 解体保存 状態は良い

あり（Ｈ29年
度以降 約200

組み立て費用不足、曳
屋台のみの調査では不十分、調査目的が不明確46 第四地区 西後町

ﾆｼｺ ﾁｮｳ H25・27巡行 ○ 本屋台 解体 山崎儀作（妻科）
総ケヤキ造、制作費は215両、大正14年
（1925）制作の踊り屋台もある。

あり 解体保存 状態は良い 度以降 約200
万円）

組み立て費用不足、曳
き手不足

屋台のみの調査では不十分、調査目的が不明確

47 第四地区 県町
ｱｶﾞﾀﾏﾁ なし

48 第四地区 南県町
ﾐﾅﾐｱｶﾞﾀﾏﾁ なし

49 第四地区 妻科
ﾂﾏｼﾅ なし

H24～26巡行
H27置き

踊り屋台 解体
簡単な白木造踊り屋台、元は囃子方の屋台と
一対で運行、平成６年（1994）補修

あり 解体保存 重度の補修が必要 あり 組み立て費用不足

底抜け 解体 なし かつてはあったが、いつからかなくなった

51 第五地区 南石堂町
ﾐﾅﾐｲｼﾄﾞｳﾁｮｳ H24巡行

H28置き
○ 踊り屋台 解体 釘を一本も使用していない。 あり 解体保存

52 第五地区 北石堂町
ｷﾀｲｼﾄﾞｳﾁｮｳ H24・26・28置き

H27巡行
○ 本屋台 解体

唯一の２輪。昭和39年（1964）に正面柱右に
「昇龍」、左に「降龍」の彫物を足す。

あり 解体保存 北石堂町屋台小屋 軽微な補修が必要 あり 曳き手不足

53 第五地区 岡田町
ｵ ｶ ﾀ ﾞ ﾏ ﾁ なし

54 第五地区 中御所
ﾅ ｶ ｺ ﾞ ｼ ｮ なし

55 第五地区 末広町
ｽｴﾋﾛﾁｮｳ なし

↑H24年以降の
実績 21町 17町

50 新田町
ｼﾝﾃﾞﾝﾁｮｳ ○第四地区


